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ごう しょきゅう どっかい せつめい ちゅう じょうきゅう どっかい じゅぎょう よ まえ じゅん び かつどう よ
３５号で「初級の読解」について説明しましたが、中・上級の読解の授業でも、読む前（準備活動）→読

よ はってんてきかつどう なが おな ちゅう じょうきゅう ぶんしょう しゅるい かんが ちゅう
む→読んだあと（発展的活動）という流れは同じです。中・上級では、文章の種類やテーマを考え、中

しんてき じょうほう なに がくしゅうしゃ なに よ ひつよう きょう し かんが か だい せってい
心的な情報は何か、学習者は何を読みとることが必要かを教師がよく考え、課題（タスク）を設定するように

しましょう。

ちゅう じょうきゅう どっかい とくちょう
◆中・上級の読解の特徴

ちゅう じょうきゅう ぶんしょう りょう ふ どう じ
中・上級になると、文章の量が増えてくるのと同時に、

せつめいぶん ほうどうぶん い けんぶん ろんせつぶん しゅるい
説明文、報道文、意見文や論説文など、いろいろな種類

ぶんしょう よ ひつよう と あ
の文章を読むことが必要になります。取り上げるテーマ

しょきゅう み ぢか いっ ぽ すす ぶん か せい
も、初級のときの身近なものから一歩進んで、文化、政

じ けいざい し ぜん か がく しゃかいもんだい はばひろ ぶん や
治・経済、自然科学、社会問題など、幅広い分野のもの

がくしゅうしゃ きょう み あ えら
を学習者の興味に合わせて選んでいくことになります。

よ て か じ じつ じゅん り かい
読み手は、書かれている事実を順をおって理解するだけ

ひっしゃ い けん ひっしゃ おも いた はいけい
ではなく、筆者の意見や、筆者がそう思うに到った背景

よ じゅうよう
を読みとることが重要です。

り かい がくしゅうしゃどう し はな あ
また、理解したことを学習者同士で話し合うことに

り かい ふか ないよう こ じん い けん
よって理解を深め、さらに、内容について個人の意見を

の あ かつどう もう ぎ のう そうごうてき
述べ合う活動を設けることによって、４技能を総合的に

の たいせつ ご い ひょうげんりょく
伸ばしていくことも大切です。これは、語彙や表現力を

の
伸ばしていくことにつながります。

よ まえ かつどう どうにゅう
◆読む前の活動：どんな導入をするか？

よ まえ がくしゅうしゃ ち しき そうぞうりょく し げき
「読む」前には、�学習者の知識や想像力を刺激して

ないよう かんしん たか ご い ひょうげん
内容について関心を高め、�語彙や表現などでつまづか

て あて たいせつ
ないように手当をしておくことが大切です。また、この

ふた かんれん おこな こう か てき つぎ
二つをなるべく関連づけて行うと効果的です。次のよう

ほうほう どっかい そ ざい とくちょう あ つか
な方法のいくつかを、読解素材の特徴に合わせて使って

ください。

どっかい かん はな あ
� 読解のテーマに関する話し合い

み だ ないよう よ そく
� タイトルや見出しからの内容の予測

ぶんしょうちゅう しゃしん ず ひょう ないよう よ そく
� 文章中の写真や図表からの内容の予測

じゅうよう ご い どうにゅう
� 重要語彙（キーワード）の導入

ないよう り かい ひつよう じょうほう ち しき どうにゅう
� 内容理解に必要な情報や知識の導入

れい たて が よこ が み だ しんぶん き
例１は、「縦書き？横書き？」という見出しの新聞記

じ つか どっかいかつどう まえ はな あ れい
事を使った読解活動の前の、「話し合い」の例です。

しんぶん ざっ し き じ み だ て
新聞や雑誌の記事では、「見出し」が手がかりになりま

れい ほん し ごう しんぶん ざっ し
す。例２は、本誌３５号の「新聞・雑誌か

み げんだい に ほん しょうかい き じ み
ら見る現代日本」で紹介された記事の見

だ ぶ ぶん
出し部分です。

しんぶん つか しゃしん
また新聞によく使われている「写真や

ず ひょう み だ ないよう
図表」も、見出しとともに内容について

おお つた れい
多くのことを伝えてくれます。例３のグ

ないよう き じ
ラフから、みなさんはどんな内容の記事

そうぞう
を想像しますか。

しんぶん き じ かぎ どっかいぶん
新聞記事に限らず、読解文でも、タイ

さ え れい よ ない
トルや挿し絵（例４）は、これから読む内

よう あた
容についてたくさんのヒントを与えてく

れます。

み だ ず ひょう さし え つか
このように見出しやタイトル、図表や挿絵などを使っ

そうぞう はな あ ひつよう おう
て、わかること、想像したことを話し合わせ、必要に応

ちゅう じょうきゅう どっかい じゅぎょう すす かた おし
中・上級の読解の授業の進め方について教えてください。

かいがい に ほん ご おし きょう し ちょくめん
このコーナーでは、海外で日本語を教えるときに、教師が直面

おも もんだい しつもん こた かたち どくしゃ
すると思われる問題をとりあげ、質問に答える形で、読者のみ

さんこう じょうほう ていきょう
なさんの参考になる情報を提供していきます。

れい ねん がつ にちづけ よみうりしんぶん ちょうかん
例３．９８年４月２５日付 読売新聞 朝刊

れい しゅってん に ほん ご ちゅうきゅうどっかいにゅうもん
例４．出典：『日本語中級読解入門』P１４７

さし え いち ぶ
挿絵の一部

れい しゅってん ちゅう じょうきゅうしゃ そくどく に ほん ご
例１．出典：『中・上級者のための速読の日本語』P.１１０

だい か せま ひろ わ しつ
第２６課 「狭くて広い和室」
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はいけい ち しき どうにゅう
じてキーワードや背景知識を導入するとよいでしょう。

なに よ と
◆何を読み取らせるか

よ しゅるい よ て なに
読むものの種類やテーマによって、また読み手が何を

し れい しんぶん ばんぐみらん み よる じ はじ
知りたいか（例「新聞のテレビ番組覧を見て夜８時に始

さが よ と じょうほう ちが
まるドラマを探す」）によって、読み取る情報が違って

ひつよう じょうほう よ と ご
きます。また必要な情報を読み取るには、わからない語

い すいそく よ ぜんたい は あく
彙があっても推測して読みすすみ、全体を把握（スキミ

ひつよう じょうほう さが だ よ と
ング）し、また、必要な情報を探し出して読み取る（ス

ぎ のう み たい
キャニング）という、３つの技能を身につけることが大

せつ
切です。

し はん きょうざい れい しょうかい
＊市販の教材からいくつかの例を紹介します。

れい たい い は あく もんだい
例５は、大意把握のための問題です。「だれが」「いつ」

お ぶ ぶん おお
「どこで／へ」「なにを／が」する／起こるの部分は、多

しんぶん き じ きょうつう よ と
くの新聞記事に共通する読み取りのポイントです。

つぎ れい たて が よこ が れい しんぶん き じ
次の例６は、「縦書き？横書き？」（例１）の新聞記事

もんだい い けんぶん ば あい しゅ
についての問題です。このように、意見文の場合は、主

ちょう よ と ちゅうしん
張を読み取ることが中心になります。

よ かつどう
◆読んだあとの活動

ぶんしょうちゅう じゅうよう ご い ひょうげん かくにん れんしゅう おこな
文章中の重要語彙・表現の確認と練習を行うことは、

おも ちゅう じょうきゅう どっかい ぜ ひ と
すでにやっていると思います。中・上級の読解で是非取

い おも
り入れてほしいのは、「あなたならどうするか、どう思

じ ぶん い けん ひょうげん かつどう
うか？」という自分の意見を表現する活動です。

れい れい に ほん ご か よこ が
例１～例６では、「日本語を書くとき横書きがいいか、

たて が れい れい にん か ぞく
縦書きがいいか」（例１、例６）、「４人家族（子ども２

り いえ つく わ しつ れい
人）で３DKの家を作るなら、和室がほしいか」（例４）、

じゅく れい けいたいでん わ
「塾のいいところ、わるいところ」（例３）、「携帯電話

ひつよう れい かんが
は必要か」（例２）など、いろいろなテーマが考えられ

ます。

かつどう わ い けん い あ
活動には、２つのグループに分かれて意見を言い合う、

やくわり き れい じゅく い
役割を決めてロールプレイをする（例「塾に行かせたい

ははおや い こ かい わ じ ぶん かんが
母親と行きたくない子どもの会話」）、自分の考えをまと

めてスピーチをするなど、いろいろあります。

にちじょうせいかつ しんぶん き じ ともだち
日常生活で、新聞記事をネタに友達とおしゃべりをす

はな か
ることがあるように、話したり書いたりするためにも

よ ひつよう がくしゅうしゃ つた
「読む」ことが必要だということが学習者に伝わると

おも
いいと思います。

し はんきょうざい
◆市販教材について

ちゅう じょうきゅうよう どっかいきょうざい しょうかい
＊中・上級用の読解教材のうち、いくつかを紹介します。

そうごうきょうざいてき つぎ
＊総合教材的なものとしては次のようなものもあります。

れい しゅってん ちゅう じょうきゅうしゃ そくどく に ほん ご
例５．出典：『中・上級者のための速読の日本語』P.３８

れい しゅってん ちゅう じょうきゅうしゃ そくどく に ほん ご
例６．出典：『中・上級者のための速読の日本語』 P.１１０

おし い けん かんそう よ
このコーナーでとりあげてほしいことを教えてください。また意見・感想もお寄せください。

たんとうしゃ ふじなが に ほん ご こくさい せんにんこう し
このコーナーの担当者：藤長かおる（日本語国際センター専任講師）

とみおかじゅん こ ほか に ほん ご ちゅうきゅうどっかいにゅうもん
富岡純子他（１９９１）『日本語中級読解入門』 アルク

み うらあきらかんしゅう おか ちょ ちゅう じょうきゅうしゃ
三浦昭監修 岡まゆみ著（１９９８）『中・上級者のため

そくどく に ほん ご
の速読の日本語』 ジャパンタイムズ

い とうひろ こ ほか よ ちょうせん しゅっぱん
伊藤博子他（１９９２）『「読み」への挑戦』くろしを出版

さんのうたん き だいがく に ほん ご きょういくけんきゅうしつへんちょ に ほん ご
産能短期大学日本語教育研究室編著（１９９１）『日本語

たの よ ほん ちゅうきゅう さんのうたん き だいがくこうさいこうりゅう
を楽しく読む本・中級』 産能短期大学交際交流セ

ンター

ぶん か がいこく ご せんもんがっこうへん ぶん か ちゅうきゅう に ほん
文化外国語専門学校編（１９９４、１９９７）『文化中級日本

ご ぶん か がいこく ご せんもんがっこう
語』１、２ 文化外国語専門学校

かま た おさむ ちゅうきゅう じょうきゅう に ほん ご
鎌田修（１９９８）『中級から上級への日本語』 ジャパ

ンタイムズ
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